
一44一

みんなの地質調査⑤

花粉化石に名前をっける

まで

1.野外で試料をとる

地質を調べるのには野外を歩いて地層その他の性質

を記してゆかねばなりませんが=その折“目には見え

ないもの"もいろいろ地質の解読に役立つことが多い

ものです.たとえば非常に小さな化石のうちでもルｰぺ

(拡大鏡)を使えはよく見える有孔虫･石灰藻･介形出放

とをはじめ顕微鏡なしには見ることのできない珪藻･

放散虫･花粉･胞子の化石などもすぐに役立つものとい

えましょう.ここではそのうちの花粉と胞子化石を野

外で採集し標本として作リ観察して名前をつける方法

のごくあらましを述べようと思います.

肉眼で見えない化石一人間の貝が物をみとめることの

できるのは普通1mm位それ以下の化石を野外で意識

して取ることはちょっと困難になります.そのため化

石採集の時よく陥りがちの“目立つものだけ取る"

入っていないものも取ってしまうということも起こりが

ちです.それでこうした化石をとる時にはとくにそ

の目的をはっきり意識して役立つように考えてとるとい

うことが大切となって来ます.花粉･胞子化石をとる

には次のよう柾道具をもってゆけばよいと思います.

ノ､ンマｰ

サンプル袋

できるだけ先が平型で層理にそい岩石を平た

く取れるようなもの

炭質物をとることが多いのでポリエチレン製

のものがよい大きさ10×20cm程度でよ

いカミただ岩石試料の場合は布製のものがよい

“粋甘火掻勢終㌣凶山出

徳永重元

ルｰぺ花粉･胞子化石は見えないけれど試料中に

混在しているルｰぺでみえる程度の植物体が

手掛りとなってよい標本をえることがある

折尺･巻尺など採集する場所における地層の柱状図を作るの

に必要

シｰト布試料をとる時散逸ナるのを防ぐため広げてお

くとくに炭鉱の坑内試料をとる時べんり

白墨炭層を区分して採取する時印をつける

2.化宿はどこに

目に見え放い化石のありかを探すときに経験上多く

入っていそうな岩石はある程度わかるものです.

花粉･胞子化石の場合は地質時代の新旧をとわず

植物の破片が多く入っているような岩石黒色をおび炭

質岩と思われるもの泥炭曲褐炭･石炭狂どがよい試料

となります.しかしその他頁岩や泥岩にもかなり含ま

鋲軸

看炭の露天掘の所で花粉分析の試料をとる(釧路炭田)
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拙固地域で海成酒から試料をとる(新潟湖呵)

試錐:1アから試料をとる(佐世保炭岡)�
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花粉試料操集用具iそろい

層中からは非常に多くのものカミ発見され記載されていま

す.いずれにしても野外で取る試料の量は室内へ持ち

帰り分析するのにじゅうぶんな量でサンプル袋に7～

8分目石炭にして500～700グラムです.

れていることカミありその反面石炭でも変質をうけてい

るものほほとんどその中から化石をとり出すことはで

きません.要するに変質をうけず幾分黒色をおび

た岩石なら陸成層･海成層をとわず花粉分析の対象

と在るものです.

今ここで花粉分板といいましたがこのことばは花粉砕石炭にしろ岩石kしろ粉にするにはいろい

粉･胞子化石を岩石や炭質岩より取出すことをいいます.ろの方法があり葉ナ圏いものは花だいて砕く方法

花粉･胞子は現在の世界でみられるように空中をと(perc鵬曲孤)柔らかいものには回転乳鉢を使う方法

んで堆積物中に入ったものですから岩質的にいえば土(grindi㎎)がありますが少量の場合には鉄の乳鉢の

壌から砂岩まで今まで古生物学的資料がえられなかっ申で粉にしても差支えありません､花粉1胞子化石は

た地層から新い噴料秘えられる&いう意義があり蜜す､淀いたい郷～/00終(第三紀や錦四紀のものを扱う場合)

凄施地質時代の青いものはどうかといいますとかえですからそれより細かく匁ると入っている化石もある

って保存はよく研究しやすいのですしかしわが園ではいは破損するのでは恋いかという疑いがあります｡

残念なから盲生代の巌酬嶋り塞せんから実証はで慈しかし実際ぽ粉砕する段になるとそれより細かいも

ないのですかドイツ1ソ連1アメリカ扱ど紀ある吉生のを生ずることを防ぐことはできません有したがりて

代(二畳1看炭紀)の石炭申からはみごと溶化石がたく料吹い35～60メ:シシ皿の齢で通る程度の粒紀蜜ですれ

さん発屍奮れてい凄す｡このよう瓶状態ですから凄ばよい&思い凄す､粒が大きいと次の段階での化学的

して新生代の地層や褐炭串にある花粉飾予化石秘よく残処理紀搬禽の悪くなることがあり蜜す昔

っていることはいう談でもありません｡しかしわが園

では帝国地方にある三畳紀の看炭の一部からは胞子化分新岩膚試料の性質によって薬品の種類をちか

石も発尻妻れているようですがそれ以前の地層にっいえて作用させ化看をよく取出す方法を考えます､し

ては護だ研究がすすんでい護せん｡しかし以後の地かしそのおもな作用は酸(硝酸)を作用させて石炭質

試i料

竺!砕

蹄分

〔岩石〕1〔斑巌1泥炭〕

縮分

弗化水素〔石炭〕噺惟かj

(HF)シュルツ血液(KO繍)

堂

､ふ､

克!

(蜘1)

封入

花粉分析の過程試料をくだく試料を分割する

3.寓内で標本を侮る

野外からの費璽な潟みやげは低人が見たら一塊の岩石

や石炭にすぎないこのものも私だちが研究したい化看

カミたく密んぬ含凄れているのです害冬ストｰブヘ入れ

るため紀石炭が花く窪ん積まれているのを見ることがあ

りますがその申には非常に多くの化有が入っていると

v･え凄しふう宮さてこの申から化石を取り出すには

粉砕一分割一分析一封入という過程を経て橡球

を作ることになります曲�
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の中にあるフミン酸を可溶にしアノレカリで溶かし残

澄の中から化石をとり出すということですもし岩石の

場合事前に弗化水素酸で珪酸を除いておくことが必要で

す.こうした強い酸に対して化石は何とも在いだろうか

こうした疑いも生じますしかし多くの研究者たちが経

験したところでは試料を強酸の辛は数時間あるいは数

葉晶を入れる

目つけても一般的にいって化有の形はあ凄り褒り凄

せん曲しかし種類1はっては弱いものもあり壊すから

なるべく等単く処理することが必要です田との程度の

時間なち大文夫かということはその試料の性質にもよ

りますが擦硝酸ならば数時間～準冒位カミ適当といわ

れてい蜜すその詳しいことについては研究試料につ

いて個冷紀調べて下さい｡また資料の質によっては酸

処理の後沈澱物が粘り分析カミ困難になることもあり裏

すその際は水洗をくり返したりよく遠心分離を行な

ったりして分離します.

標本化こうして化学処理をした残溢の中に含

まれている化石は注意深くガラス棒その他によって

プレパラｰトの上で封入剤と共に封入されます､しか

しその残澁の中にはたくさんの種類の花総胞子化石や

植物組織片が必ず混在していますので厳宙にその化石

だけ取り出すには針の先でこれを新しいプレパラｰト

に移すことが必要です.一般にいってこのように試

料を化学分析して化石を散り出す方法を花粉分析とい

いますが標本化するまで紀は作用させる薬品の時間

ウルトラソニックで沈澱蜜禽萬擦寺る

標津蜜瀞入す義

澄心分離をする

標本蜜整理する�
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濃度など画一的にはいえないというのカミ実情でナ分

析をやりなカミら調節してゆくというのがよいでしょう.

おり見どころをあげると次のようになります.

重要な見どころ

4･化看に名前をつける粒の形花粉粒の集合形･花粉粒の外形･花粉粒の大

花粉や胞子の標本をみた場合その形が丸いか3月かきさ

管孔と満配列･数･構造･大きさ

多角形がすぐわかりますしかしそ舳ナではそのもの内外膜構造,厚さ.透明度

の種類はわからず結局現生している植物の花粉との関

連を調べてのち鑑定(同定ともいいます)できるわけで.粒の形や花粉管孔と溝については花粉の属程度の区

す･別の基準と在り内外膜につv･ては種の区別になります.

植物名がわかればその類縁種が現在どういう環境にこれらのことを手掛りとして分類し同定してゆくわけ

生きているか動物化石の場合と同じようにそれらの生ですがそのおもなものについては別に図示しました.

態を考え古気候の変化なども考えることができまナただこの場合欧州と米大陸の研究者によって多少異なっ

こうした化石と古生態または古環境とのむすびつきはた表現をとっている場合もありますのでそのつもりで

大切でただ単に化石の名前をつけ新種として記載す見て下さい.また孔や溝についていろいろの型カミ示さ

るに止めたのではその意義をし峰うぶんに生かすことにれていますがそれについてはごく1部を示しました.

はなりません一そして石の同定ということもかなりむ

ずかしいことでその蔓点を次にあげてみましょう.名前のっけ方現在花粉･胞子化石の名前の

つけ方は大きくわけて2とおりのやり方があります.

どこを見たらよいかまずその化石に名前をつこれは他の化石でもある程度行なわれており花粉･胞

けるには化石の形態上の特徴つまり基本的に区別する子化石のみについていえることではありません.

点をあげることが必要です.それについてぽ代表的なその1つは花粉の形による命名の方法です(形態分

ものについて図で示しておきました.類).従来植物の種類とくに現生植物と関連の少なv･も

花粉･胞子は非常に小さい上に大形の生物とくらべのについて表現されていましたカミこれを第三紀の耕し

とり上げる要素が少恋く外形の特徴にたよらねばならい化石の命名にまで用いたのはドイツのフルｰクやトム

ないのでほかの化石とはやや異なった見方が生まれてソンでした.この表現は2名法の形式をとってはいま

1すが属はすべ七形態を示す用語です.

この方法は今ではその結果を早く求められる会社方

面の研究や炭層の対兇に恋ど用いられてい凄す｡

�

帽部滋溝

辺縁部

3｡｡翼の､＼辺縁部

背部付根＼

､駐一雷二7鮭孔

翼翼

�

レ'

6翼の腹部付根'溝極

花粉各都⑳嶺称(豆鰯獅納ehOuSeから)

1〆＼B一､ヅ_

正1曲A童更亘u鰍一内皮膜の分離内乳は外乱

�

の婁傭

1ぐ､乏､隻主星毒芸募類〆＼〆＼二紗㍗1

孔の形態

分類の数例�



一48一

也の1つは前にこのシリｰズの貝化石の話などです

でにご存知のように国際的な命名規約にもとづくいわ

ゆる“2名法"によるものがありますこの方法をとれ

るのは現生植物との関連カミつけられる地質時代の若い第

三紀後半のものや古い時代のものでも葉その他と共に見

出される場合です.

こうして植物名をまず定めるとv'う場合当然現生植

物の花粉形をよく知ら注げればなリません.そのため

時間もかかり基礎ができるまでには労力もいります.

この方法をおもに用いているアメリカ･ソ連などの研

究者は2名法による新種を多く記載しています.

この2様の命名法のどちらをとるかは世界中でも研

究者のおかれている立場や仕事の内容によってちかいま

す.たとえば試錐コアの中に含まれている花粉灘の

違いによって炭層の層序的比較(対比)を行なおうと

する場合生態的なことよりも含まれ方のちがいによっ

て区別するといったことが主題と在りまた地史的な面

で考えようとする場合2名法による種類を明らかにす

る必要が生じます.またこの中間ともいうべき便宜的

な表現つまり属名は植物名をとり種名に番号をつけ

ることもあります.このようにたいくつかの分類の基'

礎にたるものはやはり同じ形態的要素そのものです.

同定に必要な技術

化石に名前をつけるとv･っても肉眼でみるというわけ

にはゆかなv･のでそこにv･くつかの技術が必要となり

ます.化石をスケッチしたり写真にとったりして記

花粉の写一貞をとる

載できるようにするわけですがその工夫のいくつかを

あげましよう.

封入剤化石カミ標本としてよくみえるためには

封入剤は透明であることカミ必要です.花粉1胞子化石

が少し黄色味をおびているため標本と封入剤の屈接率カミ

ちがう商標本カミはっきりとみえるので一応現在研究

者の多くはグリセリンゼリｰで封入しています｡その

他米国では市販のアセテｰト系の封入剤を使っていま

す.

写輿を撮る封入されたものを観察するに

はやはり写真カミベんりです.花粉･胞子化石ばμを

単位として測るような小さ夜ものですから顕微鏡下で

も400倍から1500倍で見ることが必要です.35ミリカ

メラで撮るのは早くまた多くとれますが正確にその細

部を記録しようとする時はやはり乾板による撮影が最

も好ましいと思います.また化石が黄色味をおびてい

ますのでコントラストをつけるために“ノ･一ド"感

光のフィノレムを使った方がよいと恩v'ます.

整理をするプレパラｰトはとくに注意し

て整理しませんと目でみえるような標本ではありませ

んからまちがうことがあります.研究の上で重要た

化石や新しく記載する必要のあるものはタイプ標本と

して保存しその他のものは混在したまま各炭層別や

地層別に分類しておくことカミ大切です.

5.名前をつけたのち

化石に名前をつけるだけでもずいぶんと労力のいる

仕事です.しかしこれを土台としてどういうことが

考えられるでしょうか｡化石の種類によってその麻用

面がち柳'ますが花粉･胞子化石の場合はそれがも

たらされた植物を明らかにすることによって古植生や

古気候の変化をたどることができます層序的に幅狭い

範囲で考える場合は花粉灘の消長で比較し長v･時間的

狂範囲で比較するときは特徴種の消長に注意します.

それぞれの例を示しましたカミこのように花粉･胞子化

石の研究面はいろいろの方向にのぴていますカミ整理し

てみますと次のように狂ります.

(1)無化石と考羊られた地層から古生物学的た資料が

えられる一花粉･胞子化石が思わぬ地層からえられ

る例はたくさんあります1たとえば今私たちが

行なっている北海道の釧路炭田恋とでは一見無化

石と思われる直別層の珪質点岩の中にたくさんの�
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策1図花粉化石のr帥gechart(西日本諸炭田･高樹清氏による1962)
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花粉化石ポ入っていました.

(2)1つの堆積盆瑚こおいていくつかの堆積輪廻を通

じて各層の花粉学的特徴かえられたならぱ全層を

通じての古植生の変化が推定できます.たとえば

新潟油田地域でも七各層から権谷層までの海成層中

にたくさんの花粉化石カミ入っていることカミわかって

いますカミそれらの資料が詳しくそろえばその地

域の層序問題などに役立つことも多いでしょう.

これは数本の試錐コアの対比についてもいえます.

(3)石炭や褐炭の中にある花粉1胞子化石の含まれかた

を炭層別に表示することによって炭層の対比に役

立ちますこれは花粉分折が発達してきた最も大き

な理由でもありますがドイツにおけるライン川沿

岸の褐炭田における成果はよくこれを示しています.

むすび

化石を探すということは興味の対象でもあります.

しかし目にみ克ない化看を探すということはそのもの

の意義と役立つ価値とをはっきりみとめてい榊･となか

rterocaryatypeサハグルミ

Fagustypeブナ

Ilextypeモチノキ

(すべてX1,O00)

歎蒸濠1

法が用いられるようにな

りました.

地質絶対年代をはじめ

数値に表現された要素というものは魅力あるものです.

しかし複雑な地質時代の自然現象を解析する牟めには

まだ割り切れぬ色々のものもあります.化石という地

質時代の生物の遺骸淡ものカミたる現象もやはりじゅう

ぶん考えてみる必要があります.

花粉や胞子の化石もその1例にすぎませんが10年位

前まではわが国の地層の中にこれらが入っていることす

ら明らかにされて〉噂かったのですからまだこれにっ

いても知りたいこと知らねぱならないことがたくさん

あります.今後は“名前をつける".ことを土台とし

て研究は幅広く進んでゆくことでしょう.ただ少数

の研究者だけの仕事でなく多くの方々カミ手軽に地層中

から'取り出して調べられるよう考えてゆきたいもので

す.(筆者は石炭課長)
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